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Building of Industrial Parts LOD for BOM Agent∗
Shusaku EGAMI†a), Takahiro KAWAMURA†, Akihiro FUJII††, and Akihiko OHSUGA†
あらまし ものづくり分野においては多種多様な部品が製品として流通している．流通を支援する企業間の
Electronic Data Interchange (EDI) 実現のためには，製品情報のコード体系が不可欠であり，それらは企業団
体において管理・運用されている．これらのコード体系を Linked Open Data (LOD) 化し，設計や販売などの
データとリンクすることで，設計工程から流通工程や販売価格に至る，製造業の業務を支援する有用なエージェ
ントの開発が可能になると考えられる．そこで，我々はこれまで機械部品流通に注目し，ねじコード体系を基に
した LOD (ねじ LOD) の構築と利活用の検討を行ってきた．しかし，ねじ LOD を業務支援に活用するために
は，外部データセットや企業データとのリンク付けなどによるデータの拡充が課題であった．本研究では，ねじ
LODを Bill of materials (BOM)に応用した業務支援エージェントの実現を目的とし，ねじ LODの拡充を行っ
た．具体的には，類似度計算を用いた DBpedia Japanese とのリンク付けを行い，適合率 88%を確認した．ま
た，スクレイピングによる商品提供関係の構築を行った．更に，ねじ LODを BOM に応用したエージェントの
例について述べる．
キーワード セマンティックWeb，Linked Open Data，エージェント，ものづくり
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2. 関 連 研 究




LODAC Museum [3]，DBpedia Japanese [4]，日本
語Wikipediaオントロジー [5]など，LODとしてデー
タセットを公開しているプロジェクトが幾つか存在す











































































































表 1 総合品種マスター (十字穴付なべ小ねじ H 形 JIS の例)
Table 1 General kind master (Cross-recessed round





細分類名 十字穴付なべ小ねじ H 形 JIS
画面表記名 (+) ナベ小ネジ H 形/J
帳票等表記名 (+) ナベ小ネジ H 形/J
商品分類コード 01 01 01 01
表 2 総合商品マスター (十字穴付なべ小ねじ H 形 JIS の例)
Table 2 General product master (Cross-recessed
round head machine screw H-type JIS).
商品名コード 十字穴付なべ小ねじ H 形 JIS
大分類名 (+) ナベ小ネジ H 形/J
中分類名 NMCPA
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表 3 リソースの URI と名称の対応例





http://monodzukurilod.org/neji/resource/01010101 十字穴付きなべ小ねじ H 形 JIS
図 2 十字穴付なべ小ねじ H 形 JIS の RDF グラフ
Fig. 2 RDF graph (Cross-recessed round head


























sim(la, lb) = 1−
(
EditDist(la, lb)
max(|la|, |lb|) ∗ α ∗ β
)
(1)
la はねじ LOD のリソースのラベル，lb は DBpedia
Japaneseのリソースのラベルである．EditDist(la, lb)




手法では後者の編集距離を用いる．αは la, lb の LCS
が三つ以上の分割された文字列から構成されるときに
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図 3 提案手法と BOM エージェントの全体像














タップコン/JPF ナベ rdfs:seeAlso タップ (工具)
























用 B」「B A用」「A付 B」「B A付」などのパターン











ple Knowledge Organization System (SKOS)（注11）の
概念として定義している．日本語版 Wikipedia の
記事に対応する DBpedia Japanese のリソースは，
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図 4 rdfs:seeAlso の関係を考慮したカテゴリーとのリン
ク付け

































































































= 1− EditDist(la, lb)− Trans(la, lb)
LCS(la, lb)
(2)
LCS(la, lb) は la, b の Longest Common Subse-
quence (LCS) である．LCS とは，二つの文字列の














@preﬁx gr: <http://purl.org/goodrelations/v1#> .
@preﬁx rdfs: <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#> .
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図 5 最終的に構築される RDF グラフ (U ボルト)













とし，Microsoft Excel 2013 上で動作する Oﬃce 用
アプリケーション [12] として実装した．UI とデータ
送受信部分は HTML，CSS，JavaScript で構成され
ている．ねじ LOD は RDF ストアの Virtuoso に格





図 6 BOM エージェントの動作例








































































4. で述べた DBpedia Japanese リソースとのリンク
付けと，5.で述べた商品提供関係の構築の評価と考察
について述べる．
表 4 DBpedia Japaneseリソースとのリンク付けの結果
Table 4 Results of linking to DBpedia Japanese.
手法 正解トリプル数 適合率 再現率 F 値
従来手法 1367 0.51 0.42 0.46
提案手法 1 1426 0.80 0.44 0.56
提案手法 2 1465 0.88 0.45 0.59
7. 1 DBpedia Japaneseリソースとのリンク付
けの評価
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表 5 誤ったリンクの例
Table 5 Examples of incorrect links.
ねじ LOD リソース DBpedia Japanese リソース プロパティ
皿ばね座金 皿ばね rdfs:seeAlso
ピアス シンワッシャー ワッシャー rdfs:seeAlso
十字穴付皿小ねじ 旧ピッチ ピッチ (樹脂) nejiterms:material
コンクリートドリル コンクリート nejiterms:material
 
プレス製蝶ボルト 3 種三星規格 rdfs:seeAlso 蝶ボルト .
ノブスター A 形ボルト rdfs:seeAlso ノブボルト .
ポリアセタール六角ボルト :material ポリアセタール .
ローレットナット :processingMethod ローレット .







たが，提案手法 1 では 80%まで向上し，結果的に F
値も向上していることがわかる．また，提案手法 2は
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表 6 商品提供関係構築の結果








































コード体系であるため，1. で述べた BOM エージェ
ントが活用できるようなデータとしての必要条件の
(1) を満たす．また，提案手法により，ねじ LOD は
図 7 日本語版 Linked Data cloud diagram (2014 年 3
月 10 日版) [13]
Fig. 7 Japanese Linked Data cloud diagram (10/3/2014).




ねじ LOD（N-ken LOD）は図 7 に示す日本語版
Linked Data cloud diagram（注14）に含まれている．日





（ 3） トリプル数が 1,000以上でなければならない
（ 4） 図内に既にあるデータセットあるいは LOD
クラウドのデータセットへの 10 以上の RDF リンク
がある
（ 5） http (https) URI を参照解決可能であるか，
RDFダンプか，あるいは SPARQL Endpointを提供
している
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図 8 本家 Linked Data cloud diagram の条件を適用し
た日本語版 Linked Data cloud diagram (2014 年
3 月 10 日版) [13]
Fig. 8 Japanese LOD cloud diagram (original criteria
10/3/2014).
より，正解リンク数の合計は 1465まで増え，図 8に
示す，本家の LOD cloud diagramの条件を適用した
日本語版 Linked Data cloud diagram に含まれるよ
うになった．これは実験結果の客観的証拠として，ね

















された．その結果，ねじ LODは DBpedia Japanese
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